






～編集後記～
■塘路湖周辺ではオニグルミが実を落とし、ミズナラ

のドングリも膨らんでいます。ヤマブドウやサルナシ

も豊作と言えるほど実をつけました。水鳥も徐々に増

え始め、シラルトロ湖にはカモ類の姿もちらほらと。

8 月 16 日の豪雨の影響を受けた道東の河川では、在

来渓流魚が子孫を残すべくしっかり成熟していまし

た。人間にとって秋の気配など微塵も感じられない気

温の高い気象が続くなか、他の動物や植物たちはしっ

かりと次の季節へ準備しています。

◆日出・日入時間　8/15(4:27,18:25). 8/31(4:44,17:59).9/14(4:00,17:35)　

④

釧路湿原国立公園

塘路湖エコミュージアムセンター　あるこっと

〠 088-2264　北海道川上郡標茶町塘路原野
TEL：015-487-3003       FAX：015-487-3004
E-mail：emc@hokkai.or.jp

開館時間：10：00 ～ 17：00
                 （11 ～３月：16：00 まで）
休館日：毎週水曜日　12 月 29 日～ 1 月３日
　　　　入館無料

インスタグラム

◎縄文土器作りの野焼き ( 標茶町博物館共働 )

晩秋の湿原 野鳥観察会塘路フィールドウォッチング～錦秋編～

１０月の自然ふれ い行事
事前の申込が必要です。

ザリガニウォッチ 2～ニホンザリガニ編～

（0154-65-2323）

秋の紅葉を見に行こう

　9 月 3 日 ( 土 ) は、秋の湖畔でキノコ観察会を行いました。
今回はキノコの生育環境の違いを主なテーマとして観察しま
した。また色形が似ているキノコでも匂いによって判別でき
るものも有るなどの解説が成されました。
　参加者は針葉樹環境と落葉樹環境にそれぞれ発生するキノ
コを学び観察を楽しみました。今回初めて参加された 9 歳の
女の子は、率先してキノコを見つけ、大人顔負けの知識を披
露して他の参加者を驚かせていました。
　　　　　　　　　　 確認種　約 20 種類　参加者　10 名

◎秋のキノコ観察会 （シラルトロ湖茅沼蝶の森）

　８月中旬は 7 月の縄文土器作り講座で作られた土器を仕上げるための
「野焼き」を行いました。まずは焚火の周りに器を置いて表面を隈なく下
焼きをし、焼き場の温度調整に気を配りながら、最後に土器を中心に薪
をくべて本焼きです。縄文時代に器を造る人々の苦労を体感しました。

　　ヤマブシタケ　　　　ツルタケ


